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図 第15回放射光基礎講習会のプログラム。
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■会議報告

第15回日本放射光学会 放射光基礎講習会
「初心者ユーザーも知っておきたい放射光の作り方と使い方」
報告

日本放射光学会行事幹事 阿部 仁 （KEK 物質構造科学研究所/茨城大学）

日本放射光学会行事委員 片山真祥 （JASRI），

水牧仁一朗（熊本大学）

1. 概要

日本放射光学会では，我が国の放射光施設およびユー

ザー団体と協力し，放射光科学の裾野拡大と，放射光科学

入門者に向けた基礎教育の充実を目的とした放射光基礎講

習会を過去14年にわたって開催してきました。

第15回目の本講習会はその副題を「初心者ユーザーも

知っておきたい放射光の作り方と使い方」として，2023

年 8 月31日（木），9 月 1 日（金）の二日間にわたり開催

されました。図は本講習会のプログラムです。初日の導

入編では，新たに放射光を利用しようとしている学生や研

究者に向け，放射光とその発生原理などの基本的な事柄に

加え，急速に発展している機械学習を活用した研究につい

て講義していただきました。2 日目の基礎編応用編の前

半は，放射光ビームラインに欠かせない光学技術，ミラー

の講義に加え，データの質を左右する検出器の基礎につい

て，最前線の研究者に講義していただきました。後半は，

時間分解測定，高圧下の実験，軟 X 線分光について，経

験豊富な研究者に講義していただきました。講師の講義用

スライドは PDF ファイルで事前共有され，「放射光ビー

ムライン光学技術入門」を副読本としました。
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図 北村先生と SORRING。

図 小野先生（左）と高山先生（右）。

図 山崎先生（左），湯本先生（中），初井先生（右）。
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2. 開催形式

本講習会の開催形式は，久しぶりに現地開催を基本にし

つつも，オンライン受講の希望も少なくなかったことか

ら，ハイブリッド形式での開催となりました。遠方の方は

オンラインで参加していただきましたが，質疑応答などが

顔を見ながら直接行える対面開催は，現地参加者にとって

貴重な体験になったと思います。一方で，オンライン向け

に Zoom を使用した都合上，講演資料を共有する必要があ

りました。接続トラブル等で中断が生じてしまった点は事

前のテストが不十分であったと反省しています。また，初

日の夕方には播磨キャンパスまで来ていただいた参加者の

皆様に SPring8/SACLA の実験ホールを見学していただ

きました。直接の交流や体験ができる現地開催，気軽に遠

方から参加できるオンライン，両者を自由に選べるハイブ

リッドと，開催形態に迷う昨今の情勢ですが，今後も参加

のしやすさ準備にかかる労力なども含めて総合的に開催

形態を議論していく必要がありそうです。

3. 受講者数と収支

本講習会の参加者数は31名でした。ハイブリッド開催

でもあり現地参加者は決して多くはありませんでしたが，

質疑も活発で実りのある講習会になったと思います。参加

者の内訳としては，会員（社会人）11名，会員（学生）4

名，非会員（社会人）2 名，非会員（学生）3 名，非会員

（共催団体，社会人）7 名，非会員（共催団体，学生）4

名，参加費収入は47,000円でした。学生の方や非会員の方

にも比較的多く参加していただきました。参加者の皆様に

は，基礎講習会の内容を今後のご研究に活かしていただく

とともに，非会員の参加者の皆様にはこの機会に放射光学

会への加入を期待しています。

4. 一日目（導入編）

本講習会では全ての講義は SPring8 放射光普及棟の現

地で行いました。オンライン参加者向けに講義用 PC を

Zoom で画面共有しながら講義をしていただいたのです

が，一日目は何度か接続トラブルに見舞われ，開催者側は

ヒヤヒヤしながらの進行となりました。北村英男先生には

放射光の原理について，偏向磁石から挿入光源について基

礎的なお話から海外でも活躍する日本初の技術について紹

介していただきました。小野寛太先生からは増加する放射

光実験のデータについて，解析のボトルネックを解消する

機械学習の活用について講義していただきました。高山裕

貴先生からはイメージングや小角散乱実験データへの機械

学習を活用した解析について実例を交えながら説明してい
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図 野澤先生（左），雨宮先生（中），石松先生（右）。
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ただきました。放射光の分野でも機械学習を取り入れた解

析が進んでいることを実感していただけたことと思います。

5. 二日目（基礎編/応用編）

SPring8 での開催ということもあり，二日目の基礎編

では山崎裕史先生から分光器を中心としたビームライン

（いわゆる輸送系）のお話を，湯本博勝先生から技術開発

の著しいミラーのお話をしていただきました。午後には初

井宇記先生から放射光検出器の歴史から最先端の検出器の

性能，開発事情を含めお話しいただきました。応用編で

は，野澤俊介先生からは XFEL や PFAR のパルス幅を

利用した時間分解研究の最先端をご紹介いただきました。

また，雨宮健太先生からは軟 X 線吸収分光でできること

とできないこと，技術開発でできるようになりつつあるこ

とについても紹介していただきました。石松直樹先生から

は高圧分野で使われるダイアモンドアンビルセルや関連技

術について紹介していただきました。現地オンラインの

受講者からの質問も多くされて，活発な講習会となりまし

た。放射光がさまざまな応用分野に活用されることを感じ

ていただいたと思います。

6. さいごに

本講習会でご講義をいただきました先生方，学会事務局

の中村様，会場準備等でご協力いただきました JASRI 研

究支援部の皆様に改めて御礼申し上げます。




